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高原水車友の会 

高松市六条町 

高原水車場 

友
の
会
通
信 

（
創
刊
号
） 

「
高
原
水
車

た
か
は
ら
す
い
し
ゃ

友
の
会
」
発
会
式
開
催 

 

こ
れ
ま
で
の
準
備
が
実
り
、
四
月
十
二
日
（
土
）

に
め
で
た
く
「
発
会
式
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
会
場

は
、
髙
原
水
車
場
か
ら
西
へ
五
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に

あ
る
地
元
農
協
林
支
店
二
階
大
広
間
で
し
た
。 

 

福
岡
や
東
京
か
ら
駆
け
つ
け
て
下
さ
っ
た
講
師

の
方
々
を
始
め
、
発
起
人
の
方
々
、
ご
近
所
の
方
々
、

水
車
や
発
動
機
に
ご
興
味
の
あ
る
方
々
約
五
十
人

が
広
く
て
気
持
ち
の
よ
い
会
場
に
集
ま
り
ま
し
た
。 

 

司
会
は
川
崎
正
視
氏
で
す
。 

 

最
初
に
こ
れ
ま
で
数
年
間
に
わ
た
っ
て
髙
原
水

車
場
の
調
査
に
携
わ
っ
て
来
ら
れ
た
瀬
戸
内
海
歴

史
民
俗
資
料
館
専
門
職
員
田
井
静
明
氏
が
経
過
を

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
髙
原
水
車
へ
の
最
初
の
訪
問
か

ら
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
人
達
と
水
車
場
の
掃

除
を
続
け
た
こ
と
、
文
化
財
登
録
へ
の
準
備
を
し
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
本
日
の
発
会
式
に
立
ち
会
え
た

こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
と
話
さ

れ
ま
し
た
。 

 

次
に
水
車
場
所
有
者
の
平
田
恵
美
と

堀
家
み
ど
り
か
ら
は
、
子
ど
も
の
時
か

ら
生
活
の
中
に
普
通
に
水
車
が
あ
り
、

そ
の
価
値
を
深
く
考
え
る
間
も
な
く
、

相
続
す
る
は
ず
の
髙
原
榮
良
が
急
逝
し
、
専
門
家
の

方
達
に
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
の
方
々
の
懸
命
な
調
査
活
動
に
接
し
、
水
車
保
存

を
決
意
し
た
こ
と
、
不
安
で
前
途
多
難
な
道
を
前
に

し
て
友
の
会
の
方
達
に
励
ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

話
し
ま
し
た
。 

 
 

 

そ
し
て
、
司
会
進
行
の
川
崎
氏
か
ら
、
こ
れ
ま
で

準
備
会
で
検
討
を
重
ね
て
き
た
「
髙
原
水
車
友
の
会

趣
意
書
」（
案
）
と
「
会

則
」（
案
）
が
提
案
さ

れ
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
発
起
人
十
五
名

と
顧
問
六
名
の
方
を

平
田
が
ご
紹
介
し
ま

し
た
。 

 

役
員
、
収
支
予
算
、

会
計
監
査
が
次
の
よ

う
に
決
ま
り
ま
し
た
。 

 

会
長 

平
田
恵
美 

 

副
会
長 

堀
家
み
ど
り 

 

企
画
委
員
長 

川
崎
正
視 

 

企
画
委
員 

川
崎
正
視
・
植
本
多
寿
美
・ 

佐
藤
勇
・
十
河
正
昭
・
堀
家
み
ど
り
・

平
田
恵
美 

 

収
支
予
算 

 
 

収
入 

５
０
，
０
０
０
円 

 
 

支
出 

通
信
費
２
０
，
０
０
０
円 

 
 
 
 

会
議
費
２
０
，
０
０
０
円 

 
 
 
 

そ
の
他
１
０
，
０
０
０
円 

 

会
計
監
査 

森
佐
知
子
・
広
瀬
章
子 

 

☆
水
車
場
の
公
開
日
は
月
末
最
終
土
曜
日
と
す
る
。 

 

そ
し
て
引
き
続
き
記
念
講
演
に
移
り
ま
し
た
。 

「
水
車
の
歴
史
と
髙
原
水
車
の
価
値
に
つ
い
て
」 

 
 
 

 

池
森
寛
先
生 

（
西
日
本
工
業
大
学
名
誉
教
授
工
学
博
士
） 

 

池
森
先
生
が
髙
原
水
車
に
初
め
て
立
ち
寄
ら
れ
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た
の
は
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
で
、
そ
の
時
は
こ

の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

先
生
は
マ
イ
ク
も
使
わ
ず
良
く
響
く
声
で
、
ス
ラ

イ
ド
で
水
車
の
定
義
や
種
類
、
歴
史
に
つ
い
て
楽
し

く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
水
を
汲
み
上
げ

る
揚
水
車
（
現
在
代
表
的
な
も
の
に
朝
倉
の
三
連
水

車
）
は
奈
良
時
代
に
記
録
が
見
ら
れ
、
中
世
か
ら
江

戸
時
代
に
か
け
て
途
切
れ
る
こ
と
無
く
使
わ
れ
絵

な
ど
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
動
力
水
車
は
飛
鳥
時
代

に
顔
を
出
す
が
、
そ
の
後
の
発
展
が
確
認
で
き
ず
、

江
戸
時
代
に
な
っ
て
初
め
て
技
術
的
に
も
大
き
く

発
展
し
、

数
も
増
え

た
こ
と
、

そ
れ
は
江

戸
時
代
の

人
口
増
加
、

食
糧
増
産

の
為
の
動

力
革
命
が

お
き
、
水

車
は
工
夫

さ
れ
江
戸

時
代
の
ハ

イ
テ
ク
技
術
と
な
っ
た
と
い
う
話
し
を
興
味
深
く

聞
き
ま
し
た
。
最
盛
期
は
幕
末
か
ら
明
治
期
で
あ
り
、

昭
和
初
期
ま
で
続
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
ほ

か
水
車
の
デ
ザ
イ
ン
の
多
様
な
こ
と
、
地
方
色
が
あ

る
こ
と
も
お
も
し
ろ
い
話
で
し
た
。 

 

話
は
髙
原
水
車
の
構
造
と
仕
組
み
の
説
明
に
及

び
特
徴
が
浮
彫
に
な
り
ま
し
た
が
、
再
生
す
る
に
は

搬
送
シ
ス
テ
ム
の
謎
解
き
が
ま
だ
必
要
だ
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
な
お
配
付
さ
れ
た
「
産
業
遺
産
と
し

て
の
評
価
・
推
薦
理
由
」
に
は
１
．
歴
史
的
背
景 

２
．

社
会
的
価
値 

３
．
技
術
的
評
価 

４
．
類
似
的
な

遺
産
の
有
無
の
四
項
目
に
整
理
説
明
さ
れ
て
い
ま

し
た
。（
別
紙
） 

  

次
に
大
石
道
義
先
生
（
西
日
本
短
期
大
学
教
授
・

緑
地
環
境
学
科
）
か
ら
「
髙
原
水
車
の
活
用
・
管
理

へ
の
提
案
」
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

一
見
、
夢
の
よ
う
な
話
に
思
え
る
大
石
先
生
の
お

話
で
し
た
が
、
聞
い
て
い
る
内
に
「
お
も
し
ろ
い
な
」

と
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
自
然
や
人
に
対
す
る
細
や

か
な
心
遣
い
が
資
料
の
隅
々
に
あ
ふ
れ
出
て
い
ま

し
た
。 

提
案
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
人
々
の
幸
せ
づ
く
り
と

水
車
場
保
存
活
用
の
ド
ッ
キ
ン
グ
」
で
す
。
そ
の
主

旨
は
、「
水
車
」「
水
車
場
」
の
保
存
活
用
を
人
々
や

地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
の
解
決
（
価
値
づ
く
り
）
と
結

び
つ
け
、
つ
と
め
て
多
く
の
人
々
と
一
緒
に
連
携
し

て
果
た
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。

ま
た
は
、
ロ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
（
換
言
す
る
と
、
多

く
の
人
々
の
少
し
ず
つ
の
思
い
や
力
を
賢
明
に
結

集
し
て
）『
心
豊
か
な
生
活
や
人
々
の
幸
せ
づ
く
り
』

に
水
車
・
水
車
場
を
活
用
し
、
結
果
と
し
て
、
そ
の

生
き
生
き
と
し
た
保
存
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
と
い

う
こ
と
で
し
た
。 

こ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
細
か
く
親
身
な
計
画
書

が
書
か
れ
、
思
わ
ず
楽
し
く
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

健
康
・
福
祉
・
文
化
、
教
育
、
学
術
、
産
業
観
光

な
ど
の
社
会
的
価
値
の
中
で
団
体
・
個
人
別
に
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
例
が
示
さ
れ
、
今
後
は
参
考
に
な
り
そ

う
で
す
。
ま
た
「
髙
原
水
車
場
年
間
暦
」
ま
で
提
示

さ
れ
、
例
え
ば
二
月
は
、
歴
史
的
に
髙
原
水
車
取
得

な
ど
記
念
日
が
多
い
の
で
「
髙
原
水
車
は
じ
ま
り
笑

福
節
分
祭
」
を
や
れ
る
の
で
は
？
と
い
う
案
に
嬉
し

い
こ
と
で
す
が
、
意
外
な
展
開
に
び
っ
く
り
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。 

ま
た
「
髙
原
水
車
場
敷
地
計
画
ゾ
ー
ニ
ン
グ
案

例
」
も
大
石
先
生
ら
し
い
思
い
切
っ
た
図
が
示
さ
れ
、

私
た
ち
も
う
か
う
か
し
て
い
ら
れ
な
い
な
と
思
わ

さ
れ
ま
し
た
。
と
に
か
く
、
一
部
の
人
が
無
理
を
し
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て
や
る
の

で
は
な
く
、

多
く
の
人

達
と
一
緒

に
緩
や
か

に
や
っ
て

行
き
な
さ

い
と
い
う

こ
と
か
と

理
解
し
ま

し
た
。 

引

き

続

き
福
岡
県

久
留
米
市
の
水
車
大
工
棟
梁
野
瀬
秀
拓
（
の
せ
ひ
で

ひ
ろ
）
氏
が
「
髙
原
水
車
修
理
の
見
通
し
に
つ
い
て
」

話
さ
れ
ま
し
た
。 

野
瀬
さ
ん
は
一
九
八
一
年
か
ら
、「
現
代
の
名
工
」

福
岡
県
の
水
車
大
工
中
村
忠
幸
さ
ん
に
師
事
し
、
こ

れ
ま
で
二
〇
〇
基
以
上
の
水
車
を
造
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。
そ
れ
ら
は
観
光
用
の
水
車
で
な
く
、
製
粉
・

精
米
・
発
電
な
ど
「
働
く
水
車
」
で
す
。 

水
車
作
り
に
重
要
な
も
の
は
、
水
車
の
型
板
と
道

具
と
製
作
方
法
の
保
存
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
ま
し

た
。
水
の
流
れ
と
力
を
見
て
型
版
の
原
形
を
起
こ
す

と
い
う
こ
と
で
す
。
水
車
が
回
る
と
こ
ろ
を
想
定
し

て
、
羽
根
板
に
乗
る
力
や
底
板
を
押
す
状
態
を
考
察

し
て
作
る
そ
う
で
す
。
髙
原
水
車
は
他
で
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
羽
根
板
が
斜
め
に
入
っ
て
い
て
絞
る
よ

う
な
形
に
な
り
「
四
方
転
び
」
と
呼
ば
れ
る
そ
う
で

す
。
そ
の
地
方
で
使
わ
れ
て
い
る
名
称
に
は
意
味
合

い
が
あ
り
、
伝
承
に
よ
っ
て
そ
の
地
方
の
あ
と
の
人

が
作
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
事
と
の
こ
と
で

す
。 水

車
の
材
料
は
地
元
の
松
が
良
い
が
、
な
か
な
か

手
に
入
り
に
く
い
そ
う
で
す
。 

現
在
の
髙
原
水
車
は
東
側
が
大
き
く
崩
れ
て
い

ま
す
が
、
あ
れ
は
動
か
な
く
な
っ
た
水
車
の
下
の
部

分
が
長
く
水
に
つ
か
り
、
そ
こ
が
腐
り
軽
く
な
っ
て

上
に
上
が
っ
て
き
た
状
態
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
ま

し
た
。 

今
後
修
復
は
可
能
で
あ
る
が
、
文
化
財
と
し
て
残

す
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
能
力
を
維
持
し
て
動

態
保
存
に
す
る
か
、
形
だ
け
の
保
存
か
を
考
え
、
池

森
先
生
の
ご
意
見
を
入
れ
な
が
ら
考
え
て
行
き
ま

し
ょ
う
。 

な
お
、
次
の
日
、
帰
り
に
野
瀬
さ
ん
は
髙
原
水
車

の
寸
法
を
尺
の
メ
ジ
ャ
ー
で
実
際
に
測
っ
て
行
か

れ
ま
し
た
。
修
理
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
こ
と
を

感
じ
た
次
第
で
す
。
そ
の
時
、
昭
和
四
十
二
年
に
修

理
し
た
吉
田
久
吉
大
工
が
き
ち
ん
と
し
た
仕
事
を

し
て
い
る
こ
と
を
何
度
も

口
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

印
象
的
で
し
た
。 

 
 

 

― 

休
憩 

― 

 

最
後
に
小
坂
克
信
先
生
か
ら
は
「
今
後
の
調
査
活

動
と
報
告
書
づ
く
り
に
つ
い
て
」
お
話
し
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

小
坂
先
生
は
産
業
考
古
学
会
理
事
・
水
車
と
臼
分

科
会
代
表
を
つ
と
め
、
東
京
三
鷹
の
峯
岸
水
車
の
復

元
に
携
わ
り
、『
玉
川
上
水
と
分
水
』（
一
九
八
九
年
）、

『
立
川
の
水
車
を
さ
ぐ
る
』
一
九
九
九
年
）、『
三
鷹

の
水
車
の
歴
史
』
な
ど
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年

五
月
髙
原
水
車
を
推
薦
産
業
遺
産
に
認
定
す
る
際
、

報
告
を
さ
れ
ま
し
た
。 

 

小
坂
先
生
の
報
告
は
、
今
後
の
私
た
ち
の
活
動
方

向
を
指
し
示
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
報
告
書
か
ら
『
立
川
の

歴
史
と
風
土
第
３
集 

立
川
の
水
車
を
さ
ぐ
る
』

（
立
川
市
教
育
委
員
会
）
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
新
車

（
し
ん
ぐ
る
ま
）
の
ひ
み
つ
を
さ
ぐ
ろ
う
！
」
（
三

鷹
市
教
育
委
員
会
）
狭
山
市
文
化
財
調
査
報
告
集
第

２
５
集
『
山
川
水
車
場
調
査
報
告
書
』
（
埼
玉
県
狭

山
市
教
育
委
員
会
）
の
章
立
て
な
ど
内
容
を
紹
介
さ

れ
た
う
え
で
、
髙
原
水
車
場
調
査
報
告
書
（
試
案
）

を
呈
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
歴
史
・

敷
地
と
建
造
物
・
水
源
と
水
利
用
・
水
車
・
機
械
装

置
・
成
果
と
今
後
の
課
題
・
聞
き
取
り
調
査
・
水
車

関
係
資
料
と
章
立
て
が
出
来
て
い
て
、
報
告
書
全
体

の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
め
ま
す
。 

 

一
方
実
際
に
修
理
作
業
に
入
っ
た
と
き
に
必
要

な
実
測
調
査
な
ど
の
報
告
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ

すいしゃん 
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ス
も
頂
き
ま
し
た
。
参
考
図
書
に
『
水
車
の
水
輪
を

つ
く
る
』
（
新
車
の
水
輪
を
つ
く
る
会
）
、
『
東
京
都

指
定
有
形
民
俗
文
化
財 

武
蔵
野
（
野
川
流
域
）
の

水
車
経
営
農
家 

修
理
工
事
報
告
書
』
（
峯
岸
清
）

が
あ
げ
ら
れ
、
髙
原
水
車
の
「
水
車
の
器
械
、
機
械
、

民
具
調
査
」
（
試
案
）
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
大
ま

か
に
、Ⅰ

水
車
関
係
（
水
車
器
械
・
機
械
・
調
整
具
・

水
車
の
管
理
） 

Ⅱ

生
業
の
用
具
（
水
車
経
営
・
畜

産
関
係
・
農
耕
・
運
搬
）
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
は
、
こ
れ
ま
で
瀬
戸
内
海
民
俗
資
料
館
の
み

な
さ
ん
が
清
掃
と
調
査
を
さ
れ
た
こ
と
が
生
き
て

い
く
と
思
い
ま
し
た
。 

 

最
後
に
小
坂
先
生
か
ら
、
今
後
の
提
案
と
し
て
１
．

図
書
室
・
資
料
室
づ
く
り 

２
．
展
示
用
パ
ネ
ル
づ

く
り 

３
．
看
板
づ
く
り
（
随
時
） 

４
．N

a
tio

n
a

l 

m
ills 

d
a

y

に
関
連
し
た
イ
ベ
ン
ト 

５
．
近
隣
の

小
学
校
の
教
育
支
援
な
ど
活
動
の
イ
メ
ー
ジ
が
沸

く
よ
う
な
豊
富
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。 

         

無
事
「
髙
原
水
車
友
の
会
」
発
会
式
を
終
え
、
一

同
、
農
道
を
通
り
、
髙
原
水
車
場
へ
行
き
池
森
先
生

た
ち
の
説
明
で
水
車
見
学
を
し
ま
し
た
。
最
後
は
懇

親
会
で
し
た
。
「
発
動
機
の
会
」
の
方
達
の
中
に
は

高
知
か
ら
見
え
て
い
る
方
も
お
ら
れ
、
精
穀
機
の
壊

れ
た
部
分
は
発
動
機
と
共
通
し
ま
す
か
ら
修
理
出

来
ま
す
よ
と
言
わ
れ
、
こ
の
活
動
は
ど
こ
ま
で
広
が

る
の
か
と
想
像
も
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

充
実
し
た
、
夢
の
よ
う
な
発
会
式
に
な
っ
た
こ
と

を
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。（
平
田
記
） 
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楽
し
か
っ
た
よ

 

親
子
水
車
う
ど
ん
体
験
会 

３
月
２
２
日 

 

 

         

 

     

          

     

           

小麦はどれかな 

塩水を入れて軽く混ぜます 
10 角形のガンドです 

上手だねー ローラーを通すと麺の帯が出て来るよ 
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お
知
ら
せ 

       

                   

                      

  

【
題
字 

森
佐
知
子
】 

カ
ッ
ト 

平
田
真
咲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

第
一
回
水
車
講
座 

 

自
然
か
ら
見
た
髙
原
水
車
立
地
の
特
性
に
つ
い
て 

 
 

講
師 

出
石
一
雄
先
生 

（
香
川
地
理
学
会
副
会
長
・
元
紫
雲
中
学
校
長
） 

日
時 

５
月
３
１
日
（
土
）
午
後
２
時
～
４
時 

場
所 

高
松
市
林
町 

農
協
林
支
店
二
階 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

主
催 

髙
原
水
車
友
の
会 

 

 

今は人力で回すよ うまく切れました 

紙芝居もあったよ 「ゆめみこぞう」 

溜
池
見
学
に
行
っ
て
き
ま
し
た 

 

発
会
式
の
明
く
る
日
四
月
十
三
日
、
講
師
の
先
生
方
の 

希
望
で
溜
池
見
学
を
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
案
内
の
佐
藤 

勇
さ
ん
、
池
森
先
生
、
大
石
先
生
、
小
坂
先
生
、
野
瀬
水 

車
大
工
さ
ん
、
緒
方
先
生
と
平
田
、
堀
家
の
８
名
で
し
た
。 

 

少
し
雨
模
様
で
し
た
が
、
三
谷
三
郎
池
・
神
内
池
・
神 

内
上
池
・
松
尾
池
・
坂
瀬
池
・
城
池･

公
渕
池
と
回
り
ま
し 

た
。
香
川
の
溜
池
の
堤
防
や
排
水
施
設
の
強
さ
を
実
感
し 

ま
し
た
。
香
南
町
資
料
館
で
髙
原
水
車
模
型
も
見
ま
し
た
。 

ち
ゃ
ん
と
動
い
て
い
ま
し
た
。 

 

髙
原
水
車
友
の
会 

 

連
絡
先
： 
０
８
７
７-

３
３-

４
６
０
１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

堀
家 

次回水車公開日は 5月 31日（土）、6月 28日

（土）です。時間は 10時～15時 


